
黒毛 和 種の居 殺適期

ユ 背 景と特徴

黒毛和種の若令肥育が長期化 吹 大型体重、高月令で出荷している傾向であるが、それに比

じ(枝 肉規格のアジノが、あ亡少みられず、また、枝肉市揚で、厚月私 大買物と嫌われること

が、でてきている。そこで、増体、飼料要求率の推移と、屠殺体重、月令と肉質との関連性か

ら、屠殺適期を検討 し、また、沢山の系統があるが、それぞれ、産肉性が異なるので、その系

統の双壁を成している但馬幕 (茂金、英城系 )と′善取系 (東豊系 )の屠殺適期を併せて検討し

た。

2 技 術の内容

1)黒 毛和種全般

(1)〔 増体及び働料の効率 〕より、と殺適期は、体重550均か ら600降が目処であろうる

(2)〔 屠殺体重、居殺月令と肉質 〕とは、正の相関がみられるが、
ど
と殺体重別と肉質、と殺

月令別と肉質との推移は、各ステージのパラツキが大きく、また、スムースに移行 してい

声  な いととより、と殺体重590町以上、と殺月令 22ケ 月以上であれば、これ以上の肉質向

上の嫉待は少ない。 (「上」～「極上」が可能 )
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(3)〔 枝肉市場 〕での要望枝肉章畳から生体重を勘案すると、 550均 か ら600時である。

枝肉構成割合 (%)

律)|〔 経済的 〕に、肥育期間中の経営費 (素牛費除と )の推移は、体重 600町以降のコスト

(図 2 枝 肉当 )口給、騰するが、体重 ∞0均 亡での通算コス トヽ それ以前の区間のコス ト

か ら、と殺適期は、体重 550時 から600町 が目安であろう。 (月 令は 24ケ 月以内を目処 )
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2 ) 系統 別

(1)〔 東豊系 〕は、擢体能力が優れていることより、体重 600町 、月令 22～ 23ケ 月令 (

通算 D30,8町 )を層殺適期の目安 とする。

(2)〔 但馬系 〕は、体成熱が早く、内質が期待できることより、体重 550～ 570降 、月令

24カ 月 (通算 Di伍0.7均 )を 目安 とする。  ・
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指導上の留意点

1)「 特選」内志向の農家には不適。

2)他 にも系統があるが、上記両系統の「芭〕に位置している。 (不明強の場合は
"全

般″参考 )

関連課題名

P何本田50～ 52(岩 手畜試 )

肉崎ヨ年の岩手型肥育技術羅立試験 (1)牲土体重の大型化

参考資料

試験成績概要報告書 52年 度 岩 手苦試

5  高 原 造 林 地の 収 養 力

1 背 景と特徴

昨近(山 間開発計画が進められ、混牧林における林畜複合汗」用が重視されてとているが、 3

～ 7年生アカマツ、カラマツ造林地に対する放牧利用については下刈省力とのかねあいで、そ

の実用性が笑証され、 49年 度に普及奨励に供 している。

その後、さらに3カ年の造林地放牧における牧養力の推移について検討 したところ、比鋤

高い生産力が維持されている結果を得た。

2 技 術の内容

1)牧 養力の推移

放教牛の増体 ・野草生産量 ・造林木被差の程度か らみて、入牧 C・ Dは およそ 28～ 48

CD/れ であった。

林床の野草生産量はアカマツ7～ 10年 、カラマツ7～ 12年 生林で急激な減少はみられ

ず、およそ 600～ 1,000k7/れ と比鞍的高い生産量が得 られた。

D /れ

平 均 | 3 - c i 平 均

養牧

牧

5 2 . 0

: 5 0 . 5

3 7 . 6

4 6 . 7

5 1 , 3

4 5 , 8

3 8 .  1

4 5 ,  1

2 7 . 6

2 7 . 1

2 1 . 7

2 5 . 5

林今 ・綱種月i」陸草収量および寿!用量 (1こ夕/10'a)

ア カ マ ツ

7年 生林 8   1  9  1  1 0 7    1   8

6 6 4

2 9 6

4 5

5 1 5

1 9 2

3 3

7 0 5

1 2 3

1 7

1 2

6 6 7

3 5 9

5 4

1 0

4 0 . 1

3 9 .  5

3 1 , 3

50. 2 1   37. 2

708 1 857~l‐687司下碗51 722


